
 

 

       安心が私たちの商品です 

税理士法人  中 央 総 合 会 計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島津家に伝わる「薩摩の教え・男の

順序」というものがあります。一、何

かに挑戦し、成功した者。二、何かに

挑戦し、失敗した者。三、自ら挑戦し

なかったが、挑戦した人の手助けを

した者。四、何もしなかった者。五、何

もせず批判だけしている者だそうで

す。成功の反対は失敗ではなく挑戦

しないことです。挑戦し続ける人生

でありたいですね。 

【株
の
配
当
金
や
譲
渡
益
の
税
金
は
ど
う
な
る
の
？
】 

 

個
人
が
上
場
株
式
な
ど
を
保
有
・譲
渡
し
た
場
合
の
お
話
で
す
。

株
式
な
ど
を
保
有
し
て
配
当
金
、
ま
た
は
譲
渡
を
し
て
譲
渡
益
が

あ
っ
た
場
合
に
は 

所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

株
式
取
引
を
す
る
口
座
に
は
「
一
般 

口
座
」
と
「
特
定
口
座
」
が
あ
り
、一
般 

口
座
で
は
自
分
で
年
間
の
譲
渡
損
益
を 

計
算
し
て
確
定
申
告
を
行
い
ま
す
。
特 

定
口
座
に
は
「
源
泉
徴
収
口
座
」
と
「
簡 

易
申
告
口
座
」
が
あ
り
、
源
泉
徴
収
口
座
で
は
証
券
会
社
等
が
年

間
の
譲
渡
損
益
等
を
計
算
し
て
源
泉
徴
収
す
る
た
め
原
則
、
確
定

申
告
は
不
要
に
な
り
ま
す
。 

源
泉
徴
収
税
率
は
、
所
得
額
に
対
し
て
所
得
税
・復
興
特
別
所
得

税
１
５
．３
１
５
％
に
住
民
税
５
％
の
合
計
２
０
．３
１
５
％
と
な
り

ま
す
。
簡
易
申
告
口
座
は
、
証
券
会
社
等
が
年
間
の
譲
渡
損
益
を

計
算
し
て
く
れ
ま
す
が
、確
定
申
告
は
自
分
で
行
い
ま
す
。
譲
渡
し

た
株
に
損
失
が
生
じ
た
場
合
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

３
年
間
損
失
を
繰
り
越
し
て
翌
年
以
降
の
譲
渡
益
と
相
殺
（
損
益

通
算
と
い
い
ま
す
）す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

平
成
二
十
六
年
よ
り
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
ニ
ー
サ=

少
額
投
資
非
課
税
制

度
）が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
年
間
１
２
０
万
円
（
５
年
間
）を
上
限

と
し
て
非
課
税
投
資
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
非
課
税
口

座
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
）を
利
用
す
る
と
、
配
当
金
や
譲
渡
益
が
非
課

税
に
な
り
ま
す
。
又
、平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
は
２
０
歳
未
満
を

対
象
と
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
（
年
間
上
限
額
８
０
万
円
）、
非

課
税
期
間
２
０
年
の
「
積
立
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
（年
間
上
限
額
６
０
万
円
）も

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

【今月の教えてキーワード：北方領土での共同経済活動】 

 

北
方
領
土
に
お

い
て
日
本
と
ロ
シ

ア
に
よ
る
合
弁
事

業
な
ど
を
推
進
す

る
活
動
の
こ
と
。
北

方
領
土
を
巡
り
日

露
の
信
頼
関
係
を

深
め
、
問
題
解
決
に

向
け
た
一
歩
と
す

る
の
が
狙
い
。
人
の

交
流
の
拡
大
、
漁
業

な
ど
の
産
業
振
興
、

物
流
環
境
の
整
備

と
い
う
分
野
で
具

体
的
な
施
策
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。 

２
０
１
６
年
１
２

月
、
日
露
首
脳
会
談

で
共
同
経
済
活
動

に
つ
い
て
「
国
際
約

束
の
締
結
を
含
む

法
的
基
盤
の
整
備
」

「
平
和
条
約
問
題
に

関
す
る
両
国
の
立

場
を
害
さ
な
い
」
と

い
う
合
意
が
取
り

交
わ
さ
れ
た
。 
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【秘密の若返り法】 

 

 笑顔は人間関係を作る上で大切なものです。 

初対面の犬同士がしっぽを振ることにより、敵意がないのを現すよ

うに、人間にとっては笑いが無用な争いを避ける最適な手段となっ

ているのではないでしょうか。 

 国家や標準化された言語などない時代、異なる集団や部族に属す

る人間同士が偶然出会った際には、笑顔が無用な衝突を避けて、自

分を（あるいは一族を）守る最大の武器となったのではないでしょう

か。 

 ある調査で、４才までの子どもは一日平均４００回以上笑うが、３５

才を超えた大人は１５回までに減っていってしまうそうです。笑いが

なくても突然攻撃されたりしない現代社会では、生き残るための武

器であった笑いのＤＮＡが大人になると忘れ去られてしまっていると

いう事でしょうか。 

無抵抗な赤ん坊と違い、大人には笑いが無くても差し迫った危険

はないのかもしれません。しかし笑いが無いと生きていく上で大きな

ハンディキャップになるのは間違いありません。 

 うつ症状になると夜間外出し、昼間は暗い部屋にこもる事が多い

ことから、昼間に外出させるという対処療法あるいは予防法がある

そうです。もしこの方法が有効だとしたなら、若いほど笑うのであれ

ば、笑うと若くなるということになります。一日１００回くらい笑うと、２

０代か３０代になるという事でしょうか。 

 仕事へ行く前に家で１０回、職場で午前中に１０回、昼休みに１０回、午

後に１０回、家に帰って１０回、これでも５０回、仲々大変ですね。 

笑いを忘れているビジネスマンの皆様、あいそ笑いでも構いません

ので、笑いを振りまいてみてはいかがでしょうか。本当に若返るかも

しれませんよ（笑） まあ、若返らなくても「福来たる」にはなると思

います。 

 

中央総合会計 代表税理士  

井内 敏樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

国
民
的
な
詩
人
、
童

話
作
家
で
あ
る
宮
沢
賢

治
の
言
葉
。
一
夜
漬
け

の
勉
強
で
は
な
く
、心
に

染
み
渡
る
よ
う
に
、
体

に
刻
み
込
む
よ
う
に
学

ぶ
こ
と
が
血
肉
と
な

り
、
将
来
に
生
き
て
く

る
。 

【みかづき】 
----------------------------- 
三世代にわたり塾を経営した家族

の物語です。昭和３６年、珍しかった
塾を立ち上げた親世代。ベビーブー
ムと経済成長を背景に発展した子世                

代。塾に通えない 
子どもを助けよう 
とする孫世代。読 
み終えたときタイ 
トルの意味が心に 
響きます。 

【ＩｏＴの力で進化する！「置き弁」】 

置き弁とは職場にチルド弁当をストックし、食べた分だけ支払う簡易的な社内食堂のサ

ービスです。外食よりも割安で昼休みを有効に使えると、主に大手企業で定着していま

す。その置き弁が進化の兆しです。スマートフォンと連動し、冷蔵庫のロック解除や注文から

支払いまでをその操作ひとつで完結、企業側の代金回収の負担も減らします。将来的には

栄養管理やメニュー提案なども考えているようで、ランチ難民の救世主がＩｏＴの力でどう

変貌を遂げるか注目です。 


